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◆施 策６ 防災・減災体制の充実（総合計画施策 10-1） 

 

◆担当課  主管課 防災対策課 

      関係課 社会福祉課、建設課、農村整備課、高齢障がい支援課 

 

◆対 象  市民 

 

◆意 図  ・災害*1 に対する防災を日頃から意識する 

・災害による被害を未然に防ぐ、軽減する 

 

◆基 本 事 業 

①自主防災組織の充実 

 自主防災組織が災害発生時に被災者の救出や消火活動の核として機能するよう、その 

組織力を活性化するとともに、防災資機材の整備や防災訓練及び出前講座の実施等の 

支援を行います。 

 

②防災意識の啓発推進 

 防災・減災の観点から、住民の防災意識の向上を図ること、防災教育・訓練の充実を図 

ることが重要であり、消防署や消防団、婦人会等のボランティア組織、学校などと連携

して防災教育に取り組み、地域の総合的な防災力を高めていきます。 

 

③危機管理対策の充実 

強靱（レジリエント）で持続可能なまちづくりの実現に向けて、風水害や地震災害など、

あらゆる災害に対応するため、消防・救急等の危機管理体制の充実や地域防災計画、及

び水防計画及び国土強靭化地域計画等に基づき、危機管理対策の充実に取り組みます。

具体的には、平時の温室効果ガス排出抑制に加え、災害時にも防災拠点である市庁舎や

避難所等へのエネルギー供給が可能な再生可能エネルギー設備等の整備を促進します。

再生可能エネルギーを始めとした地域のエネルギー資源を活用した分散型エネルギーシ

ステムは、脱炭素社会の実現、非常時のエネルギー確保の観点から重要であり、災害時

の事業継続性の向上に努めます。また、地域社会に密着した存在である消防団や自主防

災組織等との連携により、住民が地域防災の担い手となる環境の整備を進めていきます。

またさらに、住民がいつでもどこでも防災情報を入手し、早期の減災行動ができる社会

を実現するため、氾濫の危険性のある水位情報や、河川水害監視カメラなどによる河川

情報、避難情報等を市のホームページや小城市情報アプリ「Ogi Ogi」等で発信し、早期

の避難行動を支援します。 

 

Ⅳ「地域を磨く小城づくり」 

資料４ 


